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おいしさをつくりだす神経細胞集団の同定 
 

研究代表者 村田 航志（福井大学医学部脳形態機能学分野・助教） 

 

 
 
図１．嗅結節の神経細胞の操作による場所嗜好性の

変化 (A) 場所嗜好性試験の様子。光ファイバーを

嗅結節に留置し、マウスが明るい部屋に滞在してい

るときに青色光を照射して神経細胞を操作する。 
(B) 光照射により嗅結節の神経細胞が活動したこと

を最初期遺伝子 c-fos の発現で確認した。(C) マウス

は通常では暗い部屋を好み長時間滞在するが、嗅結

節の神経操作によって明るい部屋の滞在時間が長く

なった。黒い線はマウスの移動の様子を表わす。 
 
 
○研究の背景と目的 

私達が食事を楽しむときに感じる「おいしさ」を

脳がどのようにしてつくりだすのかは実はまだよく

わかっていません。鼻をつまんでものを食べると風

味が感じらなくなり、おいしさがよくわからなくな

ります。匂いの感覚はおいしさを感じるための大事

な感覚だといえます。この研究ではおいしさ、すな

わち「食べたものを好きになってしまう気分のよさ」

が食べ物の特に匂いの感覚から生じる神経メカニズ

ムを解明します。そのためにマウスを用いた実験で、

マウスがおいしいエサを食べたときに活性化する神

経回路を見つけ、見つかった神経回路を操作したと

きにマウスの行動やエサの好みがどう変化するか、

エサを人為的に好きにさせられるかを評価します。 
 
 

○これまでに得られた成果 

 マウスがおいしいエサを食べたときに活性化する

神経回路として、嗅結節という脳の底のほうにある

場所が見つかりました。実験では、マウスにフレー

バー付きのエサを食べさせ、脳標本を作製し、最初

期遺伝子という神経細胞が活性化したときに発現す

る遺伝子の量を測定しました。嗅結節は匂いの感覚

が伝わる場所でもあります。 
次に嗅結節の神経細胞が、マウスに気分のよさを

もたらすかどうかをオプトジェネティクスという神

経細胞を操作する手法を用いて検証しました。光を

当てると開くイオンチャネルであるチャネルロドプ

シンを嗅結節の神経細胞に発現させ、脳に光ファイ

バーを留置することで、実験者の任意のタイミング

で神経細胞を活動させることができます。マウスが

気分のよさを感じているかどうかは場所嗜好性試験

によって評価しました。嗅結節の神経細胞を操作す

ることで部屋の滞在時間が長くなったことから、こ

の神経操作はマウスにいい気分をもたらした可能性

があります。 
今後は嗅結節の操作によって、人為的にエサを好

きにさせられるかどうかを評価し、おいしさの形成

に関わる神経回路であるかどうかを検証します。 
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